
薬草・食品衛生審議会新開発食品評価第 3 調査会 

分
室
 

o
 議
 

和
金
 

7
O
 

1
2
 

分
 
～
 O
 

0
 「
 

時
 
4
 
O
 階
第
 

1
0
 

(
 
火
 
)
 
館
 
Ⅰ
 

日
別
 

 
 

 
 

け
済
 

成
経
 

平
 

 
 

時
折
 

日
場
 

て
 

 
 

L
L
L
 

Ⅰ
 

つ
 

-
 Ⅰ
 

 
 

し
 

 
 見

 
の
 

直
 
｜
 

数
 

る
 

+
 
-
 
ム
 
ん
 

と
 

拠
 

日
八
 

右
 

の
 

不
 

表
 

養
 

栄
 

る
 

ナ
 

 
 お

 

-
4
 

 
 巾

 Ⅱ
 
Ⅱ
 

事
 

食
 

義
 

"
 
@
 
-
 
-
 
Ⅰ
 



薬事 ・食品衛生審議会食品衛生分科会 

新開発食品調査部会新開発食品評価第姉諦 査 会 

資 料 一 覧 

 
 

 
 

5
]
1
 

月
第
 ～
 

4
 

 
 業

 ：
 

Ⅰ
 達
 

成
 済
 4
 

半
径
 1
 

資料 ]  第三調査会における 検討事項について 
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え方 

資料 3  三 AR をもとに試算した NRV 

資料 4  栄養機能食品の 規格基準値 ( 上限 ) 設置のための 基本的 考 

え方 

参考資料「 日本人の食事摂取基準 (2005 年版 ) ( 平成 1 6 年「 

O 月 ) 

参考資料 2  栄養素強調表示 (GUIDELINES FOR USE OF 
NUTRITIONCL Ⅲ MSl997) 



( 資料「 ) 

第三 % 査 会における検討事項について ( 論点の整理 ) 

[ 論点 1] 第 6 次改定栄養所要量 ( 平成「「 年 策定 ) の見直しにより 食事摂取 

基準 ( 平成 1 6 年策定・平成「 7 年度から 5 年間適用 ) が策定されたことに 伴 

い、 栄養所要量をもとに 算出し、 食品における 栄養表示に用いていた NRV 

(Nutrient 騰 ferenceValue) の見直しが必要であ る。 

Ⅹ NRV は栄養表示基準 ( 栄養素が含まれている 言及 び 多く含まれている 旨の 

表示 ) 、 栄養機能食品 ( 栄養素の機能を 表示する食品 ) の規格基準の 下限値の算 

出根拠とされている ( 資料 2 参照 ) 。 

( 「 ) 原則として、 NRV の算出根拠としては 従来 RDA に当たる数字 ( 「栄養 

所要量」 ) を用いていたが、 今回は EAR を用いることでよいか。 

づ三 AR をもとに試算したもの ( 資料 3) 

(2) 従来は栄養所要量が 定められていない 栄養素について A I を用いて NR 

V を算出していたが、 今回三 AR がないものについてはどのように 考え 

ればよいか。 A I をそのまま用いることができるか。 

[ 論点 2] 食事摂取基準の 策定に伴い、 U 」が変更された 栄養素について、 栄 

養 機能食品の上限値を 再計算する必要があ る。 

～試算したもの ( 資料 4) 

( 参考 ) 

0 食品における 栄養表示 

食品の栄養上の 特性に関する 強調表示 ( 栄養素が入っている 旨及び何かと 比較 

して多く入っている 旨 ) と、 栄養素の生理学的な 役割 ( 機能 ) に関する強調表 

示があ る。 日本では、 前者は栄養表示基準に 基づく含む旨の 表示 ( 例 : 「～入り」 

「～含有」等 ) 及 び 高 い 旨の表示 ( 「 高 ～」「～が豊富」等 ) 、 後者は栄養機能食 

品 ( 食生活において 特定の栄養成分の 補給を目的として 摂取をする者に 対し、 
当該栄養成分を 含むものとして 厚生労働大臣が 定める基準に 従い当該栄養成分 

の機能の表示をするもの ) として制度化されている。 



( 資料 2) 

栄養表示基準 ( 含む 旨等 ) 及び栄養機能食品の 下限値の考え 方 
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旨の栄養表示 ができる 量 ( 食品 1 00 9 当たり ) 

栄養成分量が NRV の 7. 5% 

( 食品「 0Om [ 当たり ) 

( 食品 1 OO 9 当たり ) 

NKV の 5% 

( 食品Ⅱ oQm  l 当たり ) 

栄養成分量が NRV の 5% NRV の 5% 

( 食品 1 00kcal 当たり ) ( 食品「 0 Okcal 当たり ) 

高い旨の表示 
ができる 量 含む旨の 2 倍 量 含む旨の 2 倍 量 



三 AR をもとに 試算した NRV ( 資料 3 

N  RV 
( 栄養素等表示基準値 ) 

青手 は 、 現行より数値が 増加 

NRV( 粕素舖示基掛直 ) の算出方法 

NRV は、 原則として食事摂取基準中の 身体活動指数 ( 普通 ) を参照 
し 、 推定平均必要量 (EAR) をもとに、 人口構成から 以下の方法によ 
り 算出した。 

栄養素等表示基準値 ( 栄養素 A . 6 歳以上 ) 
二 Ⅱ栄養素 A の 三 AR  ( 男性・ 6 ～ 7 歳 ) x  ( 男性・ 6 ～ 7 歳 人口 ) 

十 栄養素 A の 三 AR  ( 男性・ 8 ～ 9 歳 ) x  ( 男性・ 8 ～ 9 歳 人口 ) 

十 栄養素 A の 三 AR  ( 男性・ 10 歳以上 ) x  ( 男性 70 歳以上 人口 ) 

十 栄養素 A の 三 AR  は性 ・ 6 ～ 7 歳 ) x  ( 女性・ 6 ～ 7 歳 人口 ) 
十 栄養素 A の EAR  ( 女性・ 8 ～ 9 歳 ) x  ( ま住・ 8 ～ 9 歳 人口 ) 

  

十 栄養素 A の 巨 AR  ( 女性・ 70 歳以上 ) X ( 女性 70 歳以上 人口 ) 1 

Ⅹ   

総人口 



栄養機能食品の 規格基準値 ( 上限 ) 設定のための 基本的考え方 ( 資料 4) 

  栄養機能食品の 上限 値 設定のための 基本的考え方 )   
基 ，設定のための 根拠資料 

医 、 、 庸医薬品 UL 栄養 条 件 栄養機能食品 該当栄養成分 
の 承認基準 摂取量 の上限 

① 
VA 、 VD 、 VE 、 ナイアシン、 

O O O uL 一 栄養摂取量 ) 医薬部外品最大分量の 場合 医薬部外品最大分量 VB 。 、 葉酸、 C a 、 F   
V B l 、 VB2 V B l2 、 VC 、 

② O Ⅹ O NOAEL 、 UL がなく医薬部外品最大分量があ る場合 医薬部外品最大分量 パントテン酸、 ビオチン 

③ X O O ・銅について 銅 
上限慎三 DL 値 一 ( 摂取量に関する 報告の最大値 ) 亜鉛 

・亜鉛について マグネシウム 
上限 値二 UL 慎 一 ( 平均摂取量 十 2 Sn 値 ) 

・マグネシウムについて 
これまでに報告されている Mg の過剰摂取による 好ましくない 影響は 、 く 食分 、 初 に か 限 らら ね で なる 。 故に サ プリメント・ Mg の許容上限摂取量は 医薬品などの 通常の食物から Mg を多量摂取した 摂取され 場 
る Mg についてでなく、 上限値を算定する 場合には米国の 通常食品以 
外から摂取する Mg の UL 値 3 5 0mg に体重補正した 30Ome を 
採用した。 

            

0 栄養機能食品の 上限 値は ついて変更となるもの (2 成分 ) 

， 5 回   
現行 :  UL 値 (gmg) 一 摂取量に関する 報告の最大値 (3. 6m9 文献報告 ) 
今回 :  UL 値 (l Omg) 一 摂取量に関する 報告の最大値 (3. 6m9 文献報告 ) 
5 m  g ->  6 m  e 

・ナイアシン 
現行 :  UL 値 (3 0mg) 一 栄養所要量 (l 5mg) 
今回 :  UL 値 (3 OOmg) 一 栄養摂取量 (1 4. 8 mgNE) ノ 医薬部外品の 最大分量 (6 0mg)) 
1 5mg@ ->@ 6 0mg 


